
Ⅰ．文献レビューの背景

　近年，リラクセーション技法などの代替医療が注目さ

れており，リラクセーション技法は，健常者から健康に

障害を持つ人まであらゆる対象者に適応され個人の安寧

を高めるため役立つ技法である（小板橋他，2001）。リ

ラクセーション技法には様々な方法があるが，その中で

も看護師の手を使って行うマッサージやタッチングの技

術は，患者の身体を安楽にし，心理的な苦痛を軽減する

効果がある（大川，2011）。相原らは，マッサージは苦

痛や不安の軽減ばかりでなく，施行者と患者のふれ合い

を通じ，ケアリング効果が期待できると報告している（相

原ら，2012）。

　マッサージの国内の先行研究では，ハンドマッサージ

（佐藤，2006；大川他，2011），フットマッサージ（新田他，

2004；今村他，2005；高田他，2006；工藤他，2006；

友滝他，2007；井草他，2008；小泉他，2008；米山他，

2009），背部のマッサージ（尾野他，2009）が報告され

ている。

　フットマッサージの研究の多くは，健康な成人女性や

学生を対象としていた（米山他，2009）。患者を対象と

したものでは，急性期看護（今村他，2005），透析看護（友

滝他，2007），癌看護（新田他，2004），高齢者看護（高

田他，2006）などの領域で実施されていた。また，フッ

トマッサージの効果については，生理的指標と心理的指

標をもって検証されていた。

　生理的指標としては，血圧・脈拍数の減少（井草他，

2008；米山他，2009），心電図R－Rの延長（新田他，

2004；井草他，2008），皮膚温の上昇（今村他，2005；

工藤他，2006；友滝他，2007），血漿中のノルアドレナ

リンの減少（米山他，2009），などが報告されている。

これらの結果から，フットマッサージは足浴の温熱刺激

で交感神経系作用を抑制させ，マッサージの圧による刺

激により副交感神経作用が優位になることから，身体に

リラクセーション効果をもたらすことが示唆されてい

る。

　心理的指標として米山ら（2009），新田ら（2004）は，

ビジュアルアナログスケールを用い，フットマッサージ

前後の痛みの程度を測定し，有意に低下していたと報告

している。また，米山ら（2009）は，日本語版気分プロ

フィール調査短縮版で気分の状態を測定した結果，施行

後は，快・リラックスが増加し，抑うつや疲労が減少し

ていたと報告している。工藤ら（2006）の状態･特性不

安検査を用いた研究では，介入群ではコントロール群と
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対象者にリラクセーションをもたらし，家族を喪った深い悲しみから早く肯定的な感情を生み出していたということ
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比較して，心地良さが有意に高かったと述べられていた。

フットマッサージは，安楽や心地良さを増加させ，心理

的ストレス反応を減少させ，また痛みや不安，緊張を軽

減させるケアであるといえる。

　以上のことから国内でのフットマッサージについて

は，過去10年間の間に研究が積み重ねられていることが

わかる。

　一方，フットマッサージの海外における研究について

は，川原ら（2009）が，1982年～2008年までの文献をレ

ビューし，エビデンスの質の高いタッチやマッサージの

進捗状況や成果について報告している。その中で，フッ

トマッサージについては１件（Grealish et al., 2000）

のみであり，がん性疼痛や嘔気のある患者へのリラク

セーション効果がふれられていた。

　そこで本研究では，川原ら（2009）の文献レビュー以

降の2009年から現在までのフットマッサージに焦点をあ

て海外論文をクリティークし，フットマッサージに関す

る研究の進捗状況と研究成果を確認し，今後の研究の方

向性と課題を検討することを目的とする。この文献レ

ビューを通し，臨床でのフットマッサージの適応や，精

神看護領域でのフットマッサージの研究発展のための資

料としたい。

Ⅱ．目的

　本研究の目的は，2009年～2013年までの海外における

フットマッサージに関する先行研究について文献検討を

行い，研究方法と研究成果を概観し，フットマッサージ

の効果を整理し有効性を確認することである。

Ⅲ．文献レビューの方法

１．フットマッサージの定義

　マッサージは代替医療の１つに位置付けられており，

マッサージ施行者の手によって軟組織を動かすことであ

る（スナイダー，1996）。軟組織を手で動かす方法とし

ては軽擦法，摩擦法，圧迫擦法，揉捻法，振動法，軽打

按摩法がある。本研究では，マッサージ実施者が対象者

の膝から下の部分の軟組織を動かす看護援助をフット

マッサージと定義した。

２．文献検索のプロセス

　CINAHL web版を用い，検索対象となる期間は2009

～2013年の過去５年間である。キーワードは「massage」

と「foot」を掛け合わせ，「学術専門誌」，対象者は「18

歳以上」，「abstract」のあるものに限定した。これによ

り18件の論文が抽出された。フットマッサージを行って

いるものを包含基準とし，マッサージの器具を使い施行

しているもの，対象者自身がセルフマッサージを行って

いるもの，針治療などマッサージの効果へのバイアスと

なる介入がなされているもの，症例報告を除外した。抄

録より選定した結果，計６つを検討対象文献として選定

した。

Ⅳ．結果

　文献検索を実施した結果，６文献の概要を表１に整理

した。
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表１．検討文献

№ 著　者 発行年 研究目的対象者 介入方法 研究デザイン 評価方法 結果の概要

１

Cronfalk,BS. 
Strang, P．
Ternestedt BM.

2009 がん患者を自

宅で介護して

いる家族19名

９回，手または足

にマッサージを25

分間行った。

質的デザイン 開始１週目と

２週目に２

回、半構成化

インタビュー

を実施

【看護されている】、【体の

活力】、【心の平和】の３つ

のカテゴリーが抽出され

た。マッサージは困難な状

況にあるがん患者の家族の

介護負担が和らぐことが

解った。

２

Jensen TL 2009 ３つの特別養

護老人ホーム

入所中の高齢

者93名

介入群44名

通常ケア群

49名

10 回、５ 週間の

期間にわたって各 

５分間の介入を受

けた。

比較群なし 個人へのイン

タビュー、観

察、看護記録

マッサージの実施後、睡

眠状況の改善がみられた。

マッサージは高齢者の不眠

症の改善に効率的なケアで

ある。



１．研究デザインについて

　研究デザインはフットケアの生理的効果について検討

している準実験研究が４件（Jensen， 2009；Degirmen, 

et.al., 2010；Lu, et.al., 2011；Coban, et.al., 2013）で，

その中で対照群をおいている研究は３件（Degirmen, 

et.al.,2010；Wang, et.al., 2012; Coban, et.al., 2013）で

あった。また、２件（Cronfalk, et.al., 2009；Gardiner, 

et.al., 2010）は，がん患者の家族のグリーフケアやがん

患者の介護をする家族に対しフットマッサージを受けた

経験について分析していた。

２．フットマッサージの目的と介入方法について

　フットマッサージの目的については，妊娠後期の浮

腫の軽減の目的で３日間連続し20分間の介入（Coban, 

et.al., 2013），帝王切開術後の痛みの軽減の目的で５日

間連続し20分間の介入（Degirmen, et.al., 2010）をし

ていた。また，睡眠の促進目的で５週間，10回の頻度で

５分間の介入（Jensen, 2009），冠状動脈術後の血圧の

コントロール目的で１日のみ60分間の介入（Lu, et.al., 

2011）を行っていた。がん患者の介護を行った遺族への

ケアのため８週間，週１回，25分間の介入（Gardiner, 

et.al., 2010），がん患者を介護する家族ケアの目的で，

週４回から５回，実施時間は25分間の介入（Cronfalk, 

et.al., 2009）を行っていた。すべての研究で軽い圧によ

る柔らかいタッチのマッサージが行われていた。

３．研究の対象領域と対象者について

　研究対象領域は母性看護（Coban, et.al., 2013；

Degirmen, et.al., 2010）， 老 年 看 護（Jensen, 2009），

急性期看護（Lu, et.al., 2011），地域看護（Cronfalk, 

et.al., 2009；Gardiner, et.al. 2010）であった。対象者

は，帝王切開術後患者（Degirmen, et.al., 2010），妊

婦（Coban, et.al.，2013），特別養護老人ホーム入所中

の高齢者（Jensen, 2009），循環器疾患患者（Lu, et.al., 

2011），がん患者を介護した遺族（Gardiner, et.al., 

2010），癌患者を介護する家族（Cronfalk, et.al., 2009）

であった。

４．評価指標について

　評価指標では，客観的指標としては，フット（足首，

指の付け根，足の甲）の測定（Coban,  et.al., 2013）・

看護記録・観察記録（Jensen, 2009）・心電図・血圧・

心拍数（Lu, et.al., 2011），主観的指標としては，術後

の痛みの評価のためビジュアルアナログスケールによる
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№ 著　者 発行年 研究目的対象者 介入方法 研究デザイン 評価方法 結果の概要

３

Degirmen N

Ozerdogan N

Sayiner D

et.al

2010 帝王切開術後

の患者60名

介入群29名

コントロール

群31名

介入群は 20分間

の手と足のマッ

サージを術後5日

間受けた。　

非介入群は標準的

な出生前のケアを

受けた。

比較群あり ビジュアルア

ナログスケー

ル、アンケー

ト用紙

帝王切開術後の疼痛の減少

がコントロール群と比較し

介入群は有意に減少してい

た。足と手のマッサージは

術後の痛みを抑制する効果

的な看護介入である。

４

Gardiner C,

Ingleton C.

2010 がんで死亡し

た患者の遺族

18名　

患者の死後４か月

以内に週１回、25

分間の手と足に柔

らかいタッチの

マッサージを８週

間行った。

質的デザイン ８週間のマッ

サージ終了

後にインタ

ビューを実施

マッサージを行い、最初の

４ヵ月で悲嘆の感情を研究

者に打ち明けた。カテゴ

リーは【適切なタイミング

での支援】【頼るべき何か】

【休息の時】【エネルギーを

維持する時】の４つのカテ

ゴリーが抽出された。

５

Lu,WA.Chen.

GY，Kuo，

CD．

2011 心疾患により

治療中の患者

17人と冠状動

脈バイパス術

を受ける予定

の20名の患者

60分間リフレクソ

ロジーを実施し

た。

比較群あり 心電図、血圧、

心拍数

コントロール群とバイパス

術前患者の両方で、血圧、

心拍数が減少しマッサージ

の効果があった。

６

Coban A　
Sirin A

2013 妊娠後期の女

性患者80名の

浮腫軽減

介入群は３日間連

続のマッサージを

20分間受けた。

非介入群はベッド

上安静。

比較群あり フットの測定

（足首、足の

甲の３か所）

フットマッサージを行った

介入群はコントロール群と

比べ浮腫の軽減につながっ

た。



評価（Degirmen, et.al., 2010）をしていた。がん患者

の家族に対するグリーフケアとして，インタビュー調査

（Cronfalk, et.al., 2009；Gardiner, et.al., 2010）が行わ

れていた。

５．フットマッサージの効果について

１）フットマッサージの生理的効果について 

　フットマッサージの介入効果では健康な妊娠後期に

フットマッサージを実施し浮腫軽減の効果を検討し，

足首・足の甲・指の付け根の３か所を測定していた

（Coban, et.al., 2013）。コントロール群と比較し，フッ

トマッサージ後に浮腫が軽減したことから，健康な妊婦

にフットマッサージは有効なケアであることが示唆され

た（Coban, et.al., 2013）。また，帝王切開術後の痛みの

緩和目的でフットマッサージを実施し，帝王切開術後の

疼痛は，コントロール群と比べ介入群は有意に疼痛が軽

減し，またマッサージ実施前とマッサージ実施後を比較

しても疼痛が軽減したことから，フットマッサージは帝

王切開術後の疼痛緩和に有効なケアであることが明らか

になった（Degirmen, et.al., 2010）。特別養護老人ホー

ムに入所中の高齢者の睡眠障害改善目的でフットマッ

サージを行っている研究では，フットマッサージはコン

トロール群と比べ睡眠促進効果があることが示唆された

（Jensen, 2009）。心疾患により治療中の患者17名と冠状

動脈バイパス手術を受ける予定の20名にフットマッサー

ジを実施した結果，副交感神経活動が増加し，血圧を下

げる効果があった（Jensen, 2009）。

２）フットマッサージの心理的効果について

　フットマッサージの心理的効果については，がんで亡

くなった患者の遺族に対し４か月間マッサージを実施し

た研究（Gardiner, et.al., 2010）では，18名の家族を対

象に，１回25分のマッサージを週１回８週間行い，終了

後に面接調査を実施し，マッサージを受けた経験につい

て分析していた。マッサージが，【適切なタイミングで

の支援】・【頼るべき何か】・【休息の時】・【エネルギーを

維持する時】の４つのカテゴリーを抽出し，マッサージ

が家族にとって慰めとなり，日常生活再構築のための支

援をもたらすことを明らかにしていた。マッサージの介

入初期は，家族は現在の悲しみや絶望などの様々な感情

に気づくことが困難であったが，家族の死に対し身体的

にも精神的にも悲しみを感じ実施者に語るようになっ

た。１名の女性はマッサージを受けることが休息となり

リラックスする時であると語った。１名の男性は，妻の

死後，ストレスが高いことを研究者に打ち明け，８週間

後には，男性は生きる感覚を取り戻し，不安であった自

分自身について考えることができたと語った。対象者に

とってマッサージは、リラクセーションをもたらし、家

族を喪った深い悲しみから早く肯定的な感情を生み出

させることができた。また，がん患者を介護する家族

に対しマッサージの介入を行っている研究（Cronfalk, 

et.al., 2009）では，19名の家族に９回，１回につき25分

間のマッサージを行っていた。研究の結果では，がん患

者を看護する疲労や困難な状況において，マッサージ

の援助を受ける経験から，【看護されている】・【体の活

力】・【心の平和】の３つのカテゴリーが抽出された。対

象者にとっては、マッサージを受けた時に，患者に対す

る心配や深い悲しみを語り，また自分自身の疲労を認識

でき，少しの間忘れる機会となった。そして，マッサー

ジを通し休息を取り戻しリラックスしていることを感じ

ていた。Cronfalkら（2009）は，極めて困難な状況下

にあるがん患者の家族はマッサージを受けることにより

介護負担が和らぐことを示唆している。

Ⅴ．考察

１．フットマッサージの生理的効果について

　フットマッサージの生理学的効果について検証してい

る研究では，コントロール群をおく準実験研究がほと

んどであった（Degirmen, et.al., 2010；Wang, et.al., 

2012; Coban, et.al., 2013）。

 フットマッサージの方法では，すべての研究で圧をあ

まりかけないソフトなマッサージを行っていた。施行時

間については５分から25分間であり，介入期間ではフッ

トマッサージを行う目的により最も短期間では３日，最

も長い期間では８週間であった。

　フットマッサージの介入目的では，看護領域によって

様々であった。循環器疾患患者の検査術前，母性領域の

帝王切開術後などストレス状況での，痛みや苦痛の軽減

や，血圧のコントロール，便秘の予防などの効果が明ら

かにされていた。国内研究においても，山本ら（2009）

が報告しているフットマッサージによりリンパ浮腫の軽

減と共通するものであった。また，リラクセーション効

果として血圧のコントロールでは，新田ら（2004），井

草ら（2008）の報告と同様の結果で，フットマッサージ

後はR－Rの間隔の延長が確認されていた。しかし，服

部ら（2000）が報告している，食物繊維の摂取と指圧・

マッサージの実施を組み合わせた援助は自然排便を促す

ための援助として効果があることと一致していた。

　以上から，フットマッサージの生理的効果について

は，痛みの軽減や血圧上昇の抑制，睡眠状態の改善など，

川原ら（2009）の報告と同様の内容であった。しかし，

2009年以降の研究報告では比較群をおき効果を検証した

ものが多く，フットマッサージの効果に信頼性が備わっ

ていると考えられる。
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２．フットマッサージの心理的効果について

　フットマッサージの心理的効果については，がんで亡

くなった患者の遺族に対し，グリーフケアとしてマッ

サージを実施した研究（Gardiner, et.al., 2010）があり，

マッサージの介入初期は，悲しみや絶望など，様々な感

情に気づくことが困難であった。しかし，マッサージ開

始4週目に悲しみなどの感情を研究者に表出するように

なった。

　マッサージを実施した【適切なタイミングでの支援】

が，家族にとってリラックスできる【休息の時】となり，

ストレスが高いことを研究者に打ち明け，自分自身の不

安について考える機会となり，深い悲しみから早く肯定

的な感情を生み出す【エネルギーを維持する時】になる

ことを示唆していた。また，がん患者を介護する家族に

対しマッサージの介入を行った研究（Gardiner, et.al., 

2010）では，マッサージを受けることにより，介護して

いる家族自身が【看護されている】ことにより疲労が認

識され，【体の活力】となり，介護負担が和らぎ【心の

平和】を取り戻したことを明らかにしている。

　高田ら（2012）は，悲嘆や落胆の時の身体接触につい

て，人は元来身体や心の痛みストレスフルな状況の時は，

人に触れられることで癒すという，本能的な習性を持っ

ていると述べている。このことから，がん看護を経験し

悲嘆や落胆を経験する家族にとって，マッサージが家族

にとって癒しとなり，看護師に早期に感情表出できたこ

とからカタルシスの機会に繋がったのではないかと考え

る。しかし，これらの研究では，本人の希望に沿ってハ

ンドマッサージかフットマッサージかのいずれかを選択

しており，比較しての検討は行っていない。よって，今

後はフットマッサージとハンドマッサージの心理的効果

の違いについても検討する必要があると考える。

　また，Gardinerら（2010）は，がんの看護を経験し

た対象者は，ストレスが高いことを研究者に打ち明け，

マッサージ開始８週間後には，生きる感覚を取り戻し，

自分自身について考えることができたと述べている。

マッサージはこれからの人生の転換期にある対象者に，

エネルギーを生成させ，マッサージを受けることが深い

悲しみから早く肯定的な感情を生み出させることができ

た。

　このような悲嘆状況にある家族が肯定的な感情を生み

出したことについて，Moyerら（2004）が述べている，

看護場面でのタッチングは，単に安楽やリラックスだけ

の生理的効果だけでなく，非言語的コミュニケーション

の手段として対象者の不安の軽減をはかり，孤独感を和

らげるなど心理療法と同じ程度の効果があると述べてい

る。また，木幡ら（2004）も，意図的にふれることは，

互いの感情を伝える交流をもたらし，その結果，患者に

安心感が生まれ，相互の信頼感を育み，患者の心の回復

と成長を導くと述べている。今回の研究（Gardiner, et 

al., 2010）では，８週間という長い期間，マッサージを

通して家族と関わりを持ったことが家族の成長に繋がっ

たと考える。

Ⅵ．今後の研究課題

　フットマッサージの海外の６文献を検討した結果， 

2009年以降の海外文献では，フットマッサージの生理的

効果について，比較群をおきフットマッサージの効果を

検証したものが多く，フットマッサージの生理的効果に

ついて信頼性が備わってきている。

　また，フットケアの心理的効果について，Cronfalk

ら（2009），Gardinerら（2010）の研究は，がん看護の

経験のある家族のマッサージを受けることによる経験に

ついて質的に検討している。マッサージは専門のセラピ

ストが施行し，効果に関する面接調査は研究者が行って

いることから，マッサージの効果について対象者から直

接聞き取る上での研究者との関係性の影響というバイ

アスは少なくなるものと考えられる（Cronfalk, et.al., 

2009；Gardiner, et.al., 2010）。しかし，国内での先行

研究におけるマッサージの心理的効果については，研究

者自身がマッサージを提供する研究（寺沢，2004），マッ

サージを提供した経験のある看護師の経験を分析してい

る研究（川原他，2009）に限られ，心理的効果について，

多くの研究では，気分プロフィール調査短縮版で気分の

状態を測定（米山ら，2009），状態･特性不安検査（工藤

他，2006）など，マッサージ前後の変化について量的に

検討している。よって，対象者と看護師間の主観的経験

としてマッサージの効果に焦点をあてている研究は少な

く，マッサージの施行者である看護師とケア対象者の相

互交流の内容や変化に関するマッサージの効果について

の検証は十分にされていない。今後，介入効果について

量的にエビデンスを明確にする一方で，トライアンギュ

レーションの研究手法で対象者と看護師の相互の経験に

焦点をあてた検討も求められるものと考えられる。
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